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 東日本大震災では東北地方を中心に深刻な燃料不足を引き起こした．その要

因として，大規模災害を想定した広域的な輸送計画が十分ではなかったことが

挙げられよう．そのため，今後起こり得る震災に備えた輸送計画を構築する必

要がある．そこで本研究はすでに航空機の運行計画等に利用されている時空間

ネットワークモデルを災害時輸送計画に応用し，基盤となる汎用的なモデルを

構築することを目的とする．方法は東北地方を対象としたガソリン輸送の時空

間ネットワークモデルを作成し，輸送コストと被災地での需要の不効用を目的

関数とした線形計画問題を設定した．結果はモデルの下で物資，輸送力の最適

配分を計算することができた． 
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